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〒 ２ ２ ６ － ０ ０ ２ ５  横 浜 市 緑 区 十 日 市 場 町 １ ７ ２ ６ － ７ 

T E L .  0 4 5 - 9 8 4 - 2 4 0 0 （ 代 表 ）  F A X .  0 4 5 - 9 8 3 - 4 2 7 1 

発 行  地 域 医 療 連 携 室  T E L . 0 4 5 - 9 8 4 - 6 2 1 6 （ 直 通 ） 

病院の理念 

看護部 科⻑ 療養⽀援看護師 ⽵﨑 ⾥奈  

⼊退院⽀援担当 

 ご⾃宅や施設へ退院する患者さまの中には、その後も  
継続して医療処置や⾝体的ケア・介護を必要とする⽅が 
多くいらっしゃいます。退院後、安⼼した⽣活を送るために
は、退院前に患者さまに関わる⼈が集まり、⼊院中の状況
や退院後に必要なサービス等について話し合いの場を持つ 
ことが⼤変重要です。 

 
 
 
 
 
 
 

 新型コロナウィルスが蔓延し感染対策を講じる中で、ご  
家族さま含め外部の⽅々を病棟へご案内することが基本は
禁⽌となり、院内で顔を合わせて情報共有を⾏うことが⾮常
に難しくなりました。そのような状況の中、2020年度には  
原則、対⾯で実施とされていたカンファレンスについて、必要

な場合は情報通信機器の活⽤を推進する旨の通達が厚⽣
労働省より出されました。 
 お互いの安全を守りつつ、退院に向けて必要な情報を  
共有するための⼿段として、当院においても昨年度よりタブ
レット端末を使⽤してオンラインでのカンファレンスを実施して
います。 
 退院前に実施するカンファレンスは、ケアマネジャーや施設
職員・在宅医・訪問看護師等、担当されている地域の皆さ
まと必要な情報を共有する場となっています。オンラインを 
上⼿に活⽤しながら、コロナ禍にあっても途切れることなく地
域の⽅々と連携し、患者さまとご家族さまをサポートしてまい
ります。  

  
 

 情報通信機器を活⽤した地域連携への取り組み 

腹部救急認定医・教育医制度認定施設に認定されました。 
 この度、当院は⼀般社団法⼈⽇本腹部救急医学会 腹部救急認定医・教育医 
制度認定施設として認定されました。 
 引き続き、地域の医療に貢献して参ります。変わらぬご⽀援をお願い申し上げます。 

無痛MRI乳がんドックの予約受付が開始しました。 
 当院では「無痛MRI乳がん検診」を導⼊しています。  
ご関⼼のある⽅は当院健診センターまでお問い合わせ
くだ さい。 

⼈間ドック・健診のご予約、およびお問い合わせ 
045-984-3003（⽉〜⼟ 9︓00〜17︓00） 

《 無痛MRI乳がん検診のメリット 》 

痛みがない 
⾒られない 

（検査着のまま） 被ばくゼロ 

オンラインでのカンファレンス 

〜オンラインで実施する退院前のカンファレンスについて〜 



 

 看護部は8病棟と⼿術室、救急外来、⼀般外来および保育室で構成されており、看護部⻑室には看護部⻑をはじめ、
副看護部⻑2名（1名は地域医療連携室兼務）、療養⽀援専従看護師、教育担当、メンタルヘルス推進担当、⽪膚・
排泄ケア認定看護師、⼈事担当、秘書が在籍しております。また、認知症・緩和ケア等認定看護師が共に活動する場と
なっております。 
 看護部⻑室の主な業務は、看護職員の⼈員確保、⼼⾝の健康状態を含めた労務管理、看護職員の教育の⽴案・計画・
実施、認定・特定看護師等の資格取得・研修参加促進、看護部ベンチマークや時間外分析、看護学校や外部との調整、 

各委員会・各部⾨との組織横断的活動等を⾏っております。 
 各看護責任者は朝と⼣⽅に看護部⻑へ部署状況（患者さまの 
出来事や職員の状況）の報告を⾏い、常に情報が集まるのが看護
部⻑室です。各看護部署が円滑に運営できているか、問題解決され
ているかを常に確認を⾏い、看護サービスとその質に責任を持つ統括  
部署です。 
 外来や病棟看護師と違い、患者さまのケアを直接⾏う部署ではあり
ませんが、今後も看護の質を⾼める努⼒と、医師をはじめ多職種と 
協⼒し、患者さまが安⼼、安全な医療、看護を提供できるように努め
てまいります。 

部 ⾨ 紹 介  2022｜ 看 護 部 副看護部⻑ 鈴⽊ ⾥美 

2021年 度  外 来 患 者 満 ⾜ 度 調 査  結 果 報 告  

 当院では昨年12⽉に外来患者満⾜度調査を実施し、513名の⽅から回答をいただきました。今回の「満⾜」「やや満
⾜」87.4％は前回（2019年度）より2％アップし、その中でも「満⾜」という評価は5％アップすることができました。しかし、
厳しいご指摘や貴重なご意⾒も多数頂戴し、更なる改善に取り組んでおります。今後も、皆様に愛され信頼される病院を
⽬指して職員⼀同精⼀杯努⼒して参ります。詳細（PDF）は右のＱＲコード、または当院ホームページからご覧ください。         

調査結果PDF 

救 急 症 例 勉 強 会 開 催 
 当院は救急隊との連携強化を⽬的に、救急隊員の⽅を対象とした勉強会を開催 
しています。 
 今回は「急性腹症と実際の緊急腹腔鏡下⼿術」をテーマに、外科・消化器科部⻑ 
⼤塚 亮医師が講師を努めました。コロナ禍により完全オンラインで開催し、横浜市内・
市外から約140名の⽅々にご参加いただきました。 
 今後も救急隊と顔の⾒える関係を作り、地域の救急医療に貢献できるよう努⼒して
まいります。 

◇ WEB版みんなの健康講座はホームページ、スマホ（ＱＲコード）からいつでもご視聴いただけます。 

      WEB版みんなの健康講座     ※オンライン配信 


